
液晶表示への温度の影響について
表示パネルは、極端な高／低温の場所では異常になったり、表示速度が遅く
なったりすることがあります。（常温に戻すと、もとに戻ります。）
お手入れ
ベンジン、シンナー、アルコールなどの溶剤を使わない
● 充電式電池を取り出してください。また、ACアダプターをコンセントか
ら抜いておいてください。

● 溶剤を使うと外装ケースが変質したり、塗装がはげる恐れがあります。
● 柔らかい乾いた布でほこりや指紋をふいてください。汚れがひどいときは、乾いた布
を水にひたし、よく絞ってから汚れをふき、そのあと、乾いた布でふいてください。

● 台所用洗剤や化学ぞうきんは使用しないでください。

使用上のお願い
●　本機のスピーカーは、防磁設計ではありません。
テレビやパソコン等の近くに置かないでください。

● 携帯電話と本機を近付けると雑音の原因となりますので、離してお使いください。
●　建物や乗り物の中では電波が弱まり、聞こえにくくなることがあります。
できるだけ窓際でお聞きください。

故障防止のために、以下のことは避けてください。
● 強い衝撃や落下 ● 雨にぬらす
● 風呂場など湿気の多いところや、倉庫などほこりの多いところでの使用

■取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」（7ページ）は、ご使用前に必ずお読みいた
だき、安全にお使いください。お読みになったあとは、大切に保
管し、必要なときにお読みください。

■保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、
販売店からお受け取りください。

保証書付き 上手に使って上手に節電

取扱説明書
Operating Instructions

TV-FM-AM  3バンド レシーバー
TV-FM-AM  3-Band Receiver
FM-AM  2バンド レシーバー
FM-AM  2-Band Receiver

品番　RF-ND288R
RF-ND280R 
RF-ND180R 

ー +

お買い上げいただき、まことにありがとうございました。
取扱説明書は、RF-ND288R、RF-ND280RとRF-ND180Rを共用しています。
機種の違いを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で示しています。RF-ND288R RF-ND280R RF-ND180R

✂

1

パナソニック株式会社　AVCネットワークス社　
ネットワーク事業グループ
〒571-8504 大阪府門真市松生町1番15号

C Panasonic Corporation 2006

お買い上げ日
販 売 店 名

品 番
便利メモ (おぼえのため、記入されると便利です。)

年 月 日
1 (       )          －

RF-ND288R/RF-ND280R/RF-ND180R

音響製品保証書 

RQTT0786-MS  H0106XX6031

□ 単4形乾電池☆ 1本 □ ハンドストラップ★（RFAT0004-K)
RF-ND280R RF-ND180R

□ バッテリーチャージャースタンド★（RFEB035G-G）
□ ACアダプター★（RFEA415J-6S）
□ 単4形ニッケル水素充電式電池1本［電池ケース付き］
【充電式電池★（HHR-4AG）／電池ケース★（RFAT0003-H）】
□ ハンドストラップ★（RFAT0004-K）

かっこ（ ）内の品番は買い替え時の品番です。品番は、2006年1月現在
のものです。品番は変更されることがあります。

RF-ND288R

付属品は販売店でお買い求めいただけます。★印はパナソニックグ
ループのショッピングサイト「パナセンス」でもお買い求めいただ
けます。（☆印は「パナセンス」では取り扱っていません。）

http://www.sense.panasonic.co.jp/

付属品をご確認ください。付属品の買い替えは、お買い上げ
の販売店にご相談ください。

付属品について

ご参考

q プリセット選局ボタン（1～8）
w 表示パネル
e バンド/決定ボタン
r 選局ボタン
t スピーカー
y 電源ボタン
u ホールドつまみ
i モードボタン
o 音量調整つまみ
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各部のなまえ

!0 ハンドストラップ用取付け穴
!1 ノイズクリアーボタン
!2 巻取りつまみ
!3 電池ふた
!4 インサイドホン
!5 (インサイドホン)、 (スピ
ーカー)切り換えつまみ

!6 （別売インサイドホン用)端子
!7 充電端子

充電式電池使用後は、貴重な資源を守るためにリサイクルへ！
使用済み電池の届け先：
● お買い上げの販売店、または最寄りのパナソニッ
クの販売店・サービスセンター・販売会社へ

● もしくは、（社）電池工業会へご確認ください。
（ホームページ：http://www.baj.or.jp） Ni-MH

ニッケル 
水素電池使用 

充電式 

専用充電式電池 一般の充電式電池充電式電池は必ず専用の別売品
（HHR-4AG）をお買い求めください。
専用品以外は充電できません。

見本
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奥まで�
しっかり�
差し込む�

バッテリー�
チャージャー�
スタンド�

DC IN�
4.5 V

AC アダプター�

AC100 V�
50/60 Hz

まっすぐ�
立てて�
差し込む�

まっすぐ�
下にグッと�
差し込む�

�

A MA M

ー�
+

1
2

3
A MA M

ー�+と� を確認！�
ー�
+

1
2

3

ー�+と�を確認！

単4形乾電池を
入れる

乾電池は別売です。ご使用になる
場合は、別途お買い求めください。

乾電池で使う

電源の準備

RF-ND280R RF-ND180R

（本機後面）

電池ふたがはずれたら

凸部

溝

充電式電池で使う→まず充電！

1

バッテリーチャー
ジャースタンド
を組み立てる

2

充電式電池を入れる

充電式電池は付属または専用の別売品
（HHR-4AG）のみご使用できます。

専用品以外は充電できません

充電しながら、ラジオを聞く(3～4ページ)ことができます。
本機の充電式電池をフル充電するには、約3時間かかります。ラジオを聞きながら充電する場合も、約3時間でフル充電完了となります。
充電時間が短い場合（約10分）でも、急速充電により、約3時間使用する（AMバンド、インサイドホン使用時）ことができます。

（本機後面）

RF-ND288R

電池残量表示は、電源「入」時のみ表示します。

A MA M

オートオフオートオフ� （電池残量）�

多い� 少ない�

● メモリー保護（時計情報など）のため、電池の容量がわずかに残った
時点を寿命としています。

● 電池の交換は　　　　　　行ってください。1分を過ぎると、時計
(5ページ)などの設定がリセットされます。

● 電池持続時間は、使用条件によって短くなる場合があります。

1分以内に

“U01”表示になると電池が消耗していますので、電池を交
換してください。“U01”表示が出た後、すぐに電池を交換
すると、時計表示になるまで数秒かかることがあります。

充電式電池は別売です。ご使用になる場合は別売のバッテリーチャージャーキット
（品番：RP-BC33）をお買い求めください。

電池残量表示について

お知らせ
● 充電しても持続時間が極端に短いときは、充電式電池の寿命です。
（充電可能回数は約300回）
● 電池残量を使い切らなくても、継ぎ足し充電が可能です。
● 充電を中断した場合、中断後2分以内に充電再開すれば、それまで
カウントしていた充電時間を引き継いで充電します。

● 充電中、ACアダプターと充電式電池は熱を持ちますが、異常ではありません。
● 長期間使用しないときは、節電のためACアダプターをコンセントから抜
いておくことをおすすめします。（本機をバッテリーチャージャースタンド
に差し込んでいなくてもACアダプターが1.6 Wの電力を消費します。）

エリアエリア�マイマイ�オートオフオートオフ�

ハンドストラップの使いかた

（本機後面） 開ける 閉じる

● 厚い布等にはクリップを取付けないでくだ
さい。クリップが破損する場合があります。

● クリップのロックは確実に行い、クリッ
プが外れないことを確認してください。

本機への取付けかた クリップの使いかた

充電中 充電完了（約3時間）

表示パネルが点灯し、
電池残量表示が変化する。

表示パネルが消灯し、
電池残量表示が消灯する。

本機をスタンドから
抜いてください。

消灯

付属品の確認は、「付属品について」（1ページ）をご覧ください。

付属の乾電池をご使用ください。 RF-ND280R
RF-ND180R

RF-ND288R 付属の充電式電池をご使用ください。

凸部を溝に合わせて
はめ込んでください。

充電式電池を初めてご使用になる場合は、フル
充電してください。乾電池をご使用の場合は、新しいものを使用し、
使用開始後約2時間は電池交換しないようにしてください。

メモリー保護のため
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ホールド�

電 源�

A MA M

オートオフオートオフ�エリアエリア�

M

A MA M

…�1 8

モード�

ホールド�

電 源�

音量�

大�小�

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

3

誤操作を防ぐ（ホールド機能）

ー� +

ホールド状態�

ホールド解除�
ホールド�

ホールド�

P MP M

点灯�

消灯�

P MP M

ホールド状態にすると、ボタン操作を
受け付けなくなります。

音量を調節する

ホールドを解除する

押して、電源を入れる
「切」：時計表示 「入」：周波数表示

インサイドホンを使う

インサイドホン
を引き出す

■ 道路交通情報を聞くには
道路交通情報サービスを実施している場所でAM1620 kHz
または1629 kHzを選局してください。

プラグは奥まで�
グッ！と�

放送を聞いている時に押す

コードの根元付近に黄色のエンドマークが
見えたらそれ以上引っ張らないでください。

φ 3.5 mmモノラルミニプラグ

●途中で止まったときは、10 cmほど引き
出してからもう一度巻取ってください。

●勢いよく巻取られることがありますので、
注意してください。

ノイズ�
クリアー�

雑音が少なくなります。
N N クリアークリアー�

F MF M

エリアエリア�

M

インサイドホンがアンテナの役割をします。
コードをできるだけ伸ばしてください。
（スピーカー使用時も同じです。）

本機内蔵のフェライトアンテナが働きます。
本機の向きを調節してください。

点灯

● からみ防止のために、使用しないときは、インサイドホンのコードを
巻取ってください。

● インサイドホンの引き出し・収納は、必ず電源「切」にしてから行
ってください。（受信中に行うと雑音が入ることがあります。）

お願い

インサイド
ホンで聞く

別売インサイドホン使用時は、別売イン
サイドホンがアンテナの役割をします。

音声出力を
切り換える

聞く前の準備

［バンド/決定］を押して、
バンドを選ぶ

［選局］を押して、聞きたい放送局を選ぶ
押すたびに、周波数が変わります。
（AM：9 kHzずつ、FM：0.1 MHzずつ）

AM    FM    TV(1～12ch)     
RF-ND288R RF-ND280R

RF-ND180R

押すたびに

A MA M

オートオフオートオフ�エリアエリア�

M

押すたびに

押したままにすると数字が速く変わります。

まず聞いてみよう！
（マニュアル選局）

1

2

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

q ホールドを解除する　w 電源を入れる聞く前の準備

AM    FM    TV(1～3ch)        

スピーカー
で聞く

巻取り�

よりよい受信のために

インサイドホンを引き出す

インサイドホンを収納する

別売インサイドホンで聞く

FM放送、テレビ放送

AM放送

雑音が多いとき

● 雑音が入ったり、プラグを差し込む際に
ジャリッ！と音が聞こえたら、プラグの
汚れを拭きとってください。
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いつも聞く放送局だけをあらかじめ記憶させておくと、
簡単に選局できます。FM/AM/TV合わせて8局を、

、 それぞれに記憶させることができます。マイマイ� 2マイマイ�1

エリア（地域）番号（1～42、本機後面に記載）を設定する
だけで、全国 41 都市と JR 新幹線＊で受信できる主な
FM/AM/TVの放送局を設定できます。設定後は、聞きたい
放送局を簡単に選局できます。
＊車内FMサービスは、一部の車両を除く新型車両で実施されています。
（くわしくはJRに確認してください。）

選局モード選局モード�

A MA M

エリアエリア�オートオフオートオフ�

M

エリア番号を設定する

モード�

［モード］を押す
“時刻”が点滅

q

w

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

q［選局］を押して
“選局モード”を選ぶ

60秒以内に

60秒以内に

q［選局］を押して設定し
たいエリア番号を選ぶ

60秒以内に

■ 途中で設定を止めるには
[モード] またはプリセット選局ボタンを押す。

q［選局］を押して“ ”
または“ ”を選ぶマイ� 2

マイ�1

好みの放送局を記憶させる

好みの放送局をマニュアル選局で
受信する（3ページ）

…�1 8

記憶させたい
プリセット選局番号を
2秒間押したままにする

好みの放送局を記憶させて聞く
（マイバンク選局）

地域に合わせた放送局を聞く
（エリア選局）

選局モード選局モード�

A MA M

エリアエリア�オートオフオートオフ�

M

選局モード選局モード�

エリアエリア�オートオフオートオフ�

60秒以内に

選局モード選局モード�

A MA M

マイマイ�オートオフオートオフ� 1
M

■ 途中で設定を止めるには
手順3、wより前の手順で[モード] またはプリセット選局ボタンを押す。

■ 記憶させた放送局を変更するときは
手順4からやり直してください。既に記憶させたプリセット選局
番号を選ぶと、前に記憶させた放送局は上書きされます。

エリア番号が設定されます。

1

2

3

4 A M

マイ�オートオフオートオフ� 1
M

大阪圏のエリア番号

例：大阪圏を選ぶ

選択したプリセット番号が点灯

w［バンド/決定］を押す

w［バンド/決定］を押す

w［バンド/決定］を押す

A MA M

エリアエリア�オートオフオートオフ�

M

好みの放送局が記憶されます。

A MA M

エリアエリア�

時　刻時　刻�

オートオフオートオフ�

M

選局モード選局モード�

A MA M

エリアエリア�オートオフオートオフ�

M

モード�

q［選局］を押して
“選局モード”を選ぶ

60秒以内に

w［バンド/決定］を押す

q

w

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

q ホールドを解除する　w 電源を入れる聞く前の準備

qホールドを解除する　w電源を入れる聞く前の準備

…�1 8

放送局を聞く
［バンド/決定］を押して
バンドを選ぶ

押して、聞きたい放送局を選ぶ

音量を調節する

記憶させた放送局を聞く
上記手順1～3を行い、
“ ”または“ ”を選ぶマイ� 2マイ�1

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

音量�

大�小�

1

2

3

…�1 8 押して、聞きたい放送局を選ぶ

音量を調節する
音量�

大�小�

1

2

3

q［選局］を押して
“ ”を選ぶエリア�

w［バンド/決定］を押す

マイ�1 マイ� 2
押すたびに

エリア�

時刻　タイマー アラーム

選局モード　　オートオフ

押すたびに

●電源「切」時は“選局モード”と
“オートオフ”は表示されません。
●時刻を合わせておかないと、“アラ
ーム”は表示されません。（5ページ） 3

4

5

1

2

（エリア番号は本機後面に記載）

［モード］を押す
“時刻”が点滅

A MA M

エリアエリア�

時　刻時　刻�

オートオフオートオフ�

M

時刻　タイマー アラーム

選局モード　　オートオフ

押すたびに

●電源「切」時は“選局モード”と
“オートオフ”は表示されません。
●時刻を合わせておかないと、“アラ
ーム”は表示されません。（5ページ）

マイ�1 マイ� 2
押すたびに

エリア�

手順4～5を繰り返し、他の放送局を記憶させる。



時刻を合わせる

アラームアラーム�

毎日決まった時刻にブザーを鳴らす（アラーム）

アラームアラーム�

P MP M

アラームアラーム�

A MA M

■ 途中で設定を止めるには　［モード］を押す。
■ 解除するには 手順3のq で“OFF”を選ぶ。
（解除しない限り、毎日設定した時刻になるとブザーが鳴ります。）

アラームアラーム�

A MA Mq［選局］を押して“On”を選ぶ

タイマータイマー�

q［選局］を押して
“タイマー”を選ぶ

設定した時間にブザーを鳴らす（タイマー）

q［選局］を押して何分後に
ブザーを鳴らすかを選ぶ

P MP M
タイマータイマー�

何分後にブザーを鳴らすかを１～180分（1分間隔）の間で設定できます。

w［バンド/決定］を押す

w［バンド/決定］を押す

w［バンド/決定］を押す

タイマータイマー�

設定した時刻になると、“ ”が点滅しブザーが約3分間鳴り続けます。
35

q［選局］を押して
「時」を合わせる

P MP M
時　刻時　刻�

q［選局］を押して「分」を合わせる

A MA M

時　刻時　刻�

P MP M
時　刻時　刻�

w［バンド/決定］を押す

w［バンド/決定］を押す

“：”が点滅し、時計が動き出します。電源「入」時に設定す
ると、受信している周波数が表示されます。

例：午後2時18分に合わせる

押したままにすると、
数字が速く変わります。

例：午前6時30分に鳴らす

P MP M

例：120分（2時間）後に鳴らす

q［選局］を押して“On”を選ぶ

［モード］を押す1
モード�

q［選局］を押して
“アラーム”を選ぶ

q

w

選局� バンド/決定� 選局�

ー� + q［選局］を押してブザーを
鳴らす「時」を合わせる

w［バンド/決定］を押す

w［バンド/決定］を押す

w［バンド/決定］を押す

q［選局］を押してブザーを
鳴らす「分」を合わせる

w［バンド/決定］を押す

設定した時刻になると、“ ”が点滅し、ブザーが約3分間鳴り続けます。

2

3

4

5

P MP M点灯
点灯

2

3

4

■ 途中で設定を止めるには　［モード］を押す。

設定時間(30、60、90、120分)を経過
すると、自動的に電源が切れるように設
定できます。

お買い上げ時は、90分で電源が切れるよ
うに設定されています。

モード�

q［選局］を押して
“オートオフ”を選ぶ

オートオフオートオフ�

F MF M

M
エリアエリア�オートオフオートオフ�

オートオフオートオフ�

オートオフオートオフ�

w［バンド/決定］を押すq

w

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

F MF M

エリアエリア�オートオフオートオフ�

M

1

2

3

■各手順間は 次手順へ進むよう操作してください。60秒以上操作をせずにいると手順1からやり直しとなります。60秒以内に

■ 途中で設定を止めるには　［モード］を押す。

q

w

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

［モード］を押す

モード�
1

2

3

4

時刻は12時間表示です。（“AM 12：00”
は深夜、“PM 12：00”は正午です。）
電源の「切／入」に関係なく設定できます。

時刻の精度は、室温で月差約1分ですので、
定期的な補正をおすすめします。

電源の切り忘れを防ぐ (オートパワーオフ)

ー� + モード�

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

ー� + モード�

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

電 源�

ブザーを鳴らす

ー� + モード�

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

q 時刻を合わせておく w ホールドを解除する

電源の「切／入」に関係なく設定できます。

［モード］を押す ［モード］を押す

ブザーを止めるには
●操作ボタンを押す。
（どのボタンを押しても止まります。）
●ホールド機能が働いていても、ブザーは
止まります。

●ラジオを聞いているときにブザーが鳴ると、放送の音声が止まります。ブザーが止まると再び放送の音声に戻ります。
●音声出力を“ ”にすると（3ページ）、スピーカーからブザーが聞こえます。

押したままにすると、
数字が速く変わります。

A MA M

時　刻時　刻�

F MF M

エリアエリア�

M

時　刻時　刻�

オートオフオートオフ�

P MP M
時　刻時　刻�

P MP M
時　刻時　刻�

On     OFF押すたびに

On     OFF押すたびに

例：90分後に電源を切る

時計を合わせておかないと、
“アラーム”は選択できません。

押したままにすると、
数字が速く変わります。

qホールドを解除する　w電源を入れる

“時刻”が点滅している
ことを確認してから
［バンド/決定］を押す

点灯

q

w

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

ホールドを解除する準　備

1
モード�

準　備

ホールドを解除する準　備

準　備

“時刻”が点滅 “時刻”が点滅

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

“時刻”が点滅

“時刻”が点滅

q［選局］を押して設定時間（分）を選ぶ

w［バンド/決定］を押す

OFF   （残時間＊） 30    60

■ 途中で設定を止めるには　[モード] またはプリセット選局ボタンを押す。
■ 解除するには　手順3のq で“OFF”を選ぶ。（“ ”消灯）
■ 残時間を確認するには　手順1～2を行うと残時間が点滅する。［バンド/決定］を押すと元に戻る。

オートオフ�

押すたびに

設定時間になると、
電源が切れます。

120 90
＊残時間はオートパワーオフが設
定されている場合のみ表示され
ます。設定時間は30、60、90、
120分から選んでください。
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AMの周波数ステップやFMの周波数
範囲は、国や地域によって異なります。
海外で使用するときは、下記の操作を
行ってからお使いください。

海外で聞く

ー� +

電 源�

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

［選局］を押してステップを選ぶ

“ J”などのステップが表示
されるまで［バンド/決定］を
5秒以上押したままにする

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

“ J”などのステップが消えるまで
［バンド/決定］を押したままにする

選局� バンド/決定� 選局�

ー� +

15秒以内に

■ 途中で表示がもとに戻ったときは　　手順1からやり直す。
■ 海外ステップ（“AM, 10”、“AM, 9”）のとき

● TV受信とエリア選局はできません。
●選局方法は、マイバンク選局とマニュアル選局
（3～4ページ）のみになります。

■ 日本で受信するには
手順2で“J”を選んで、もう1度3～4ページをご覧に
なり、設定、受信してください。

押すたびに

●“J” ：国内専用（日本）
●“AM, 10”：AM 10 kHz地域
（北米、中南米、東南アジアの一部）

●“AM, 9” ：AM 9 kHz地域
（東南アジア、ヨーロッパ）

お知らせ ステップを切換えると、マイバンク選局（4ページ）
で記憶させた放送局は消えます。

故障かな！？

1

2

3

A MA M A MA M

修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。なお、これらの処置をし
ても直らない場合や、この表以外の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。

受信周波数：

電池持続時間（JEITA）: はTV(4-12 ch)がありません。

AM
FM
TV

520–1630 kHz
87.5–108.0 MHz

－

■充電式電池使用時＊／パナソニックマンガン単4形乾電池R03使用時／
パナソニックアルカリ単4形乾電池LR03使用時

●電池持続時間は使用条件によって短くなる場合があります。
●この仕様は、性能向上のため変更することがあります。
●テレビ放送は、音声のみ受信できます。

バンド J ステップ 9 kHz ステップ 10 kHz ステップ

：80 mW（JEITA）
：2.8 ㎝　丸形　8Ω
：DC 1.2 V（充電式電池×1本使用）
：DC 1.5 V（単4形乾電池×1本使用）
：51.0（W）㎜×98.3（H）㎜×18.3（D）㎜（JEITA）
：50.0（W）㎜×98.0（H）㎜×12.5（D）㎜
：約72 g（充電式電池含む）
：約70 g（単4形乾電池含む）
：約60 g（電池含まず）

：バッテリーチャージャースタンド

実用最大出力
ス ピ ー カ ー
電 源

最大外形寸法
本 体 寸 法
質 量

充 電 器

ラジオを差し込んでいないときの充電器の消費電力：1.6 W

入　力：DC 4.5 V、0.6 A／出　力：DC 2.8 V、0.5 A
ACアダプター：
入　力：AC 100 V、50/60 Hz、6 VA／出　力：DC 4.5 V、0.6 A

522–1629 kHz
76.0–90.0 MHz
1–12 ch

522–1629 kHz
87.5–108.0 MHz

－

RF-ND180R

RF-ND288R

約15時間／約7時間30分／
約22時間

約13時間／約5時間30分／
約17時間

約12時間／約5時間／
約16時間

バンド　　　インサイドホン使用時 スピーカー使用時
約73時間／約56時間／

約110時間
約32時間／約20時間／

約50時間
約27時間／約16時間／

約41時間

AM

FM
（TV1-3 ch）

TV
（4-12 ch）

主な仕様

Hold
Slide up u to prevent accidental operation 
(“  ” lights). Release before operation.
Reducing noise
Press !1. “ノイズクリアー” lights.
Setting the time
1. Press i.
2. q Press r so “時刻” flashes.

w Press e.
3. q Press r to set the hour.

w Press e.
4. q Press r to set the minute.

w Press e.
Use outside of Japan
Preparation: Change the AM steps and FM range.
1. Press y to turn the unit on.
2. Press and hold e until “J” (or “AM 10” or 

“AM 9”) flashes on the display.
3. Push r to select the step. 

J for Japan, AM 10 for North and South
America and parts of South East Asia, AM 9 for
South East Asia and Europe.

4. Press and hold e until the display stops flashing.
Tuning
1. Pull out the earphones.
2. Press y to turn the unit on.
3. Press e to select the band.
4. Press r to select the frequency of the station.
5. Adjust the volume.
Using the earphones “ ” and speaker “ ”
Switch !5.
Presetting
Set eight stations each in “         ” and “  ”.
◆ Setting
1. Press i.
2. q Press r so “選局モード” flashes.

w Press e.
3. q Press r to select “ ” or “  ”

flashes.
w Press e.

4. Tune to the station you want to preset (see
“Tuning ”).

5. Press and hold a numbered button q you want
to set the station in.

Repeat 4 and 5 to set other stations. 
◆ Listening
1. Do steps 1 to 3 to select “ ” or “   ”.
2. Press a numbered button q to select a station.

AREA (Use in Japan)
AREA numbers contain preset stations for
different areas in Japan. Set the AREA to make
tuning simple.
◆ Setting
1. Press i.
2. q Press r so “選局モード” flashes.

w Press e.
3. q Press r so “エリア” flashes.

w Press e.
4. q Press r to set the AREA number (see back

side of radio). 
w Press e.

◆ Listening
1. Press e to select the band.
2. Press a numbered button q to select a station.
Using the Timer and Alarm
◆ Alarm : a buzzer sounds at the set time.
1. Press i.
2. q Press r so “アラーム” flashes.

w Press e.
3. q Press r to select “On”.

w Press e.
4. q Press r to set the hour.

w Press e.
5. q Press r to set the minute.

w Press e.
The buzzer sound starts at the set time and
continues for about 3 minutes. 
Press any button to shut it off.
◆ Timer : a buzzer sounds 1 minute  to 180

minutes later. 
1. Press i.
2. q Press r so “タイマー” flashes.

w Press e.
3. q Press r to select “On”.

w Press e.
4. q Press r to select the minutes.

w Press e.
The buzzer sound continues for about 3 minutes
after the set time. Press any button to shut it off.
Auto off
Turns the set off 30, 60, 90, or 120 minutes later.
1. Press i.
2. q Press r so “オートオフ” flashes.

w Press e.
3. q Press r to select the minutes.

w Press e.

Operating Instructions
(Refer to the illustration on page 1 for the location of the controls.)

マイマイ�1 マイマイ� 2

マイマイ�1 マイマイ� 2

マイマイ�1 マイマイ� 2

●本機のTV受信回路は、FM受信回路と兼用しているため、2または
3chにFM放送が混信することがあります。

●本機を0℃前後から暖かい場所へ急に移したとき、正常に動作しない
ことがあります。これは、本機の動作部に露が発生したためで、約
60分で正常に戻ります。

●本機を他のラジオやテレビなどの電気製品の近くで使用すると、互い
に干渉し合って雑音が入ることがあります。

RF-ND288R RF-ND280R

RF-ND180R

qホールドを解除する
w電源を入れる

AM
FM
TV

520–1630 kHz
87.5–108.0 MHz

－

バンド J ステップ 9 kHz ステップ 10 kHz ステップ
522–1629 kHz
76.0–90.0 MHz

1–3 ch

522–1629 kHz
87.5–108.0 MHz

－

A MA M

マイマイ�オートオフオートオフ� 1

ステップが変更され、周波数表示になります。

こんなときは

操作ができない。
“U01”表示が出る。
受信中、
電源が切れる。
受信できない。

“ ”表示が出ない。

バッテリーチャー
ジャーに本機を差
し込むと、“E”表示
が出る。

充電できない。

ここをご確認ください
ホールド状態（“ ”が点灯）になっていませんか？
電池が消耗していませんか？
「オートパワーオフ機能」が働いています。
電源を入れて、機能解除してください。
アンテナを調整していますか？
現在地のエリア番号を選んでいますか？
周波数ステップを“J”表示にしていますか？
● 本機に、専用の充電式電池が入っていますか？
● 乾電池を入れて充電していませんか？
● 充電式電池の向きを確認してください。
上記の項目を確認しても、“E”表示が出る
場合は、本機の不具合が考えられますので、
販売店にご相談ください。
フル充電後、約2分間は充電できません。2
分経過後、再度本機をバッテリーチャージャ
ースタンドに差し込んでください。

参照ページ

3
2

5

3
4
上記
2

ー

エリア�

準　備

＊付属充電式電池フル充電時（約3時間）
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コンセントや配線器具
の定格を超える使いか
たや、交流100 V以
外での使用はしない

たこ足配線等で、定格を超えると、
発熱による火災の原因になります。

プラグは根元まで
確実に差し込む
差し込みが不完全です
と、感電や発熱による
火災の原因になります。

● 傷んだプラグ、ゆるんだコンセ
ントは使用しないでください。

指定の ACアダプ
ターを使う
指定外の ACアダプタ
ーで使用すると火災や
感電の原因になります。

使い切った電池は、すぐに機器から取り出す
そのまま機器の中に放置すると、電池の液もれや、
発熱、破裂の原因になります。

電池の液がもれたときは、素手で液をさわらず、以下の処置をする
●液が目に入ったときは、失明の恐れがあります。目をこすらず
に、すぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご相談ください。

●液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症やけがの原因になるの
で、きれいな水で十分に洗い流したあと、医師にご相談ください。
電池は誤った使いかたをしない
● (と)を逆に入れない
● 乾電池は充電しない
● 乳幼児の手の届く所に置かない

● (と)を針金などで接続しない
● 被覆のはがれた電池は使わない
● 加熱・分解したり、水などの液体や火の中へ入れたりしない
● 金属製のネックレスやヘアピンなどといっしょに保管しない　
取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火災や周囲
汚損の原因になります。また、誤って飲み込むと、胃や腸が損傷します。
●充電式電池を携帯・保管する場合は、必ず付属の電池ケースに入れてください。

安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止す
るため、必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。

この絵表示は、必ず実行し
ていただく「強制」内容です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、
説明しています。（下記は、絵表示の一例です。）

このような絵表示は、しては
いけない「禁止」内容です。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害
や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

危険

注意

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う危険
が切迫して生じることが想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損
害のみが発生する可能性が想定される」内容です。

警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを
負う可能性が想定される」内容です。

プラグのほこり等
は定期的にとる
プラグにほこり等が
たまると、湿気等で
絶縁不良となり火災
の原因になります。

● AC アダプターを抜き、乾
いた布でふいてください。

● 長期間使用しないときは、AC
アダプターを抜いてください。

ぬれた手で、AC
アダプターの抜き
差しはしない
感電の原因になります。

乗り物を運転中は、
インサイドホンで
使用しない

周囲の音が聞こえにくく、
交通事故の原因になります。
●歩行中でも周囲の交通に十
分注意してください。

分解・改造しない
機器が故障したり、
金属物が入ると、
やけどや火災の原
因になります。

●内部の点検や修理は、販売
店へご依頼ください。

分解禁止�

ぬれ手禁止�

本機について

警告

ACアダプターについて

専用の充電器で充電する
指定外の充電器で充電すると、電池の液もれや、
発熱、破裂の原因になります。
● 充電式電池も必ず指定のものをご使用ください。

充電式電池について

危険

はんだ付け・分解・改造したり・火の中へ投入・加熱はしない
電池の液もれや、発熱、破裂の原因になります。

コード・プラグを破損するようなことはしない
（傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、重
いものを載せたり、束ねたりしない。）

傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。
● コードやプラグの修理は、販売店にご相談ください。

電池について

注意

異常に温度が高くな
るところに置かない
機器表面や部品が劣
化するほか、火災の

原因になることがあります。
●夏の閉め切った自動車内や直射
日光のあたるところ、ストーブ
の近くでは特にご注意ください。

本機について

磁気の影響を受けやす
いものを近づけない
スピーカーの磁気の影
響で、キャッシュカー
ドや定期券、時計など
が正しく働かなくなる
ことがあります。

インサイドホン使用時
は、音量を上げすぎない
耳を刺激するような大き
な音量で長時間続けて聞
くと、聴力に悪い影響を
与えることがあります。

インサイドホンなど肌に
直接触れる部分に異常を
感じたら使用を中止する

そのまま使用すると炎症やかぶれ
などの原因になることがあります。

ACアダプターについて

抜き差しは、ACア
ダプター本体を持つ
コードを引っ張ると、コー

ドが傷ついたり、ちぎれたりして、火災
や感電の原因になることがあります。

長期間使わないときは、本機から電池を取り出す
電池の液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、
火災や周囲汚損の原因になることがあります。

電池について

警告

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報

このシンボルマークは EU 域内でのみ有効です。
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、また
は販売店で、正しい廃棄方法をお問い合わせください。

－このマークがある場合は－
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保証とアフターサービス よくお読みください

修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へ
お申し付けください

■修理を依頼されるとき
6ページの「故障かな！？」の表に従ってご確認のあと、直らないとき
は、お買い上げの販売店へご連絡ください。
¡保証期間中は
保証書の規定に従って、お買い上げの販売店が修理させていただきま
すので、恐れ入りますが、製品に保証書を添えてご持参ください。

¡保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご要望により修理させていた
だきます。
下記修理料金の仕組みをご参照のうえご相談ください。

¡修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

は、診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了
時の点検などの作業にかかる費用です。

は、修理に使用した部品および補助材料代です。

は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。出張料

部品代

技術料

転居や贈答品などでお困りの場合は・・・
¡修理は、サービス会社・販売会社の「修理ご相談窓口」へ！
¡使いかた、お買い物などのお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！
■保証書（表紙の下をご覧ください）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店
からお受け取りください。よくお読みのあと、保存してください。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

■補修用性能部品の保有期間
当社は、このTV-FM-AM3バンドレシーバー/FM-AM2バンドレシー
バーの補修用性能部品を、製造打ち切り後6年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

6年

「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などは
ホームページをご活用ください。
http://panasonic.jp/support/

ご連絡いただきたい内容
製品名
品　番

お買い上げ日
故障の状況

年　　　　月　　　　日
できるだけ具体的に

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い
パナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご
相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのために利用し、
その記録を残すことがあります。また、個人情報を適切に管理し、修
理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に提
供しません。お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。
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